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い
わ
ゆ
る
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
成
果
と
日
本
銀
行
の
物
価
安
定
目
標
の
達
成
に
関
す
る
質
問
主
意
書

日
本
銀
行
の
「
経
済
・
物
価
情
勢
の
展
望
（
二
〇
一
七
年
十
月
）
」
で
は
、
「
先
行
き
の
物
価
を
展
望
す
る
と
、
消
費
者
物

価
の
前
年
比
は
、
マ
ク
ロ
的
な
需
給
ギ
ャ
ッ
プ
の
改
善
や
中
長
期
的
な
予
想
物
価
上
昇
率
の
高
ま
り
な
ど
を
背
景
に
、
プ
ラ
ス

幅
の
拡
大
基
調
を
続
け
、
二
％
に
向
け
て
上
昇
率
を
高
め
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
」
「
二
％
程
度
に
達
す
る
時
期
は
、
二
〇
一

九
年
度
頃
に
な
る
可
能
性
が
高
い
」
と
示
さ
れ
た
。

日
本
銀
行
の
「
経
済
・
物
価
情
勢
の
展
望
（
二
〇
一
八
年
一
月
）
」
で
は
、
「
先
行
き
の
物
価
を
展
望
す
る
と
、
消
費
者
物

価
の
前
年
比
は
、
マ
ク
ロ
的
な
需
給
ギ
ャ
ッ
プ
の
改
善
や
中
長
期
的
な
予
想
物
価
上
昇
率
の
高
ま
り
な
ど
を
背
景
に
、
プ
ラ
ス

幅
の
拡
大
基
調
を
続
け
、
二
％
に
向
け
て
上
昇
率
を
高
め
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。
今
回
の
物
価
の
見
通
し
を
従
来
の
見
通
し

と
比
べ
る
と
、
概
ね
不
変
で
あ
る
。
二
％
程
度
に
達
す
る
時
期
は
、
二
〇
一
九
年
度
頃
に
な
る
可
能
性
が
高
い
」
と
示
さ
れ

た
。然

る
に
、
日
本
銀
行
の
「
経
済
・
物
価
情
勢
の
展
望
（
二
〇
一
八
年
四
月
）
」
で
は
、
「
先
行
き
の
物
価
を
展
望
す
る
と
、

消
費
者
物
価
の
前
年
比
は
、
マ
ク
ロ
的
な
需
給
ギ
ャ
ッ
プ
の
改
善
や
中
長
期
的
な
予
想
物
価
上
昇
率
の
高
ま
り
な
ど
を
背
景

に
、
プ
ラ
ス
幅
の
拡
大
基
調
を
続
け
、
二
％
に
向
け
て
上
昇
率
を
高
め
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。
二
〇
一
九
年
度
ま
で
の
物
価

一



見
通
し
を
従
来
の
見
通
し
と
比
べ
る
と
、
概
ね
不
変
で
あ
る
」
と
示
さ
れ
、
従
来
、
「
二
〇
一
九
年
度
頃
に
な
る
」
と
し
て
き

た
物
価
上
昇
率
二
％
の
目
標
達
成
時
期
の
表
現
が
削
除
さ
れ
た
。

日
本
銀
行
は
、
早
期
の
「
物
価
上
昇
率
二
％
」
の
目
標
達
成
を
目
指
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
六
度
も
達
成
期
限
を
先
延
ば

し
し
て
き
た
。
今
回
は
達
成
期
限
を
削
除
し
、
今
後
の
先
延
ば
し
の
批
判
を
避
け
る
意
図
が
あ
る
と
思
料
す
る
が
、
達
成
期
限

が
不
明
確
に
な
る
こ
と
で
、
早
期
達
成
と
の
整
合
性
に
疑
義
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。

平
成
二
十
九
年
十
一
月
二
十
日
の
衆
議
院
本
会
議
で
安
倍
総
理
は
、
「
政
権
交
代
後
、
大
胆
な
金
融
政
策
を
含
む
三
本
の
矢

の
政
策
に
よ
り
、
も
は
や
デ
フ
レ
で
は
な
い
と
い
う
状
況
を
つ
く
り
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
う
し
た
中
で
、
行

き
過
ぎ
た
円
高
も
是
正
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
日
本
銀
行
に
よ
る
大
胆
な
金
融
緩
和
は
、
デ
フ
レ
マ
イ
ン
ド
の
払
拭
に
つ
な

が
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
」
「
金
融
政
策
の
具
体
的
な
手
法
は
日
本
銀
行
に
委
ね
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
物
価
が
二
％
程
度
に
達
す
る
時
期
に
つ
い
て
、
日
本
銀
行
の
展
望
レ
ポ
ー
ト
で
は
二
〇
一
九
年
ご
ろ
に
な
る
可
能
性

が
高
い
と
さ
れ
て
お
り
、
今
後
と
も
、
日
本
銀
行
が
物
価
安
定
目
標
の
達
成
に
向
け
て
大
胆
な
金
融
緩
和
を
着
実
に
推
進
し
て

い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
政
府
、
日
本
銀
行
は
緊
密
に
連
携
し
な
が
ら
、
あ
ら
ゆ
る
政
策
を
総
動
員
し

て
、
デ
フ
レ
脱
却
、
そ
し
て
力
強
い
成
長
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
」
と
発
言
し
て
い
る
。

二



平
成
三
十
年
一
月
二
十
二
日
、
安
倍
総
理
は
衆
議
院
本
会
議
で
、
「
五
年
間
の
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
り
、
日
本
経
済
は
、
足

元
で
、
二
十
八
年
ぶ
り
と
な
る
、
七
四
半
期
連
続
プ
ラ
ス
成
長
。
四
年
連
続
の
賃
上
げ
に
よ
り
、
民
需
主
導
の
力
強
い
経
済
成

長
が
実
現
し
、
デ
フ
レ
脱
却
へ
の
道
筋
を
確
実
に
進
ん
で
い
ま
す
」
と
発
言
し
て
い
る
。

い
わ
ゆ
る
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
推
進
と
日
本
銀
行
の
物
価
安
定
目
標
の
達
成
に
関
し
て
疑
義
が
あ
る
の
で
、
以
下
質
問
す
る
。

一

日
本
銀
行
は
、
「
経
済
・
物
価
情
勢
の
展
望
（
二
〇
一
八
年
四
月
）
」
で
、
こ
れ
ま
で
二
〇
一
九
年
度
頃
に
な
る
と
し
て

き
た
物
価
上
昇
率
二
％
の
目
標
達
成
時
期
の
表
現
を
削
除
し
た
が
、
「
デ
フ
レ
脱
却
へ
の
道
筋
を
確
実
に
進
ん
で
」
い
る
と

は
い
え
な
い
現
状
を
踏
ま
え
、
「
引
き
続
き
、
政
府
、
日
本
銀
行
は
緊
密
に
連
携
し
」
た
結
果
、
こ
の
よ
う
な
表
現
に
至
っ

た
と
い
う
理
解
で
よ
い
か
。
政
府
の
見
解
如
何
。

二

政
府
は
デ
フ
レ
脱
却
の
た
め
の
従
来
の
目
標
で
あ
る
物
価
上
昇
率
二
％
の
目
標
達
成
時
期
を
二
〇
一
九
年
度
頃
と
す
る
こ

と
は
困
難
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
の
か
。
政
府
の
見
解
如
何
。

三

日
本
銀
行
は
、
早
期
の
「
物
価
上
昇
率
二
％
」
の
目
標
達
成
を
目
指
し
て
い
る
も
の
の
、
こ
れ
ま
で
六
度
も
達
成
期
限
を

先
延
ば
し
し
て
き
た
。
今
回
は
達
成
期
限
を
削
除
し
、
達
成
期
限
が
不
明
確
に
な
る
こ
と
で
、
政
府
も
目
指
し
て
き
た
早
期

達
成
と
の
整
合
性
に
疑
義
が
生
じ
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
成
果
が
不
十
分
で
あ
る
た
め
、

三



「
デ
フ
レ
脱
却
へ
の
道
筋
を
確
実
に
進
ん
で
い
」
る
と
は
言
え
な
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
政
府
の
見
解
如
何
。

四

「
金
融
政
策
の
具
体
的
な
手
法
は
日
本
銀
行
に
委
ね
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
も
の
の
、
「
政
府
、
日
本
銀
行
は
緊
密
に
連

携
し
な
が
ら
、
あ
ら
ゆ
る
政
策
を
総
動
員
し
て
、
デ
フ
レ
脱
却
、
そ
し
て
力
強
い
成
長
を
目
指
」
す
べ
き
こ
と
は
論
を
ま
た

な
い
。
日
本
銀
行
が
「
経
済
・
物
価
情
勢
の
展
望
（
二
〇
一
八
年
四
月
）
」
で
、
こ
れ
ま
で
二
〇
一
九
年
度
頃
に
な
る
と
し

て
き
た
物
価
上
昇
率
二
％
の
目
標
達
成
時
期
の
表
現
を
削
除
し
た
理
由
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
ら
だ
と
考
え
て
い
る
の
か
。

政
府
の
見
解
如
何
。

五

日
本
銀
行
が
「
経
済
・
物
価
情
勢
の
展
望
（
二
〇
一
八
年
四
月
）
」
で
、
こ
れ
ま
で
二
〇
一
九
年
度
頃
に
な
る
と
し
て
き

た
物
価
上
昇
率
二
％
の
目
標
達
成
時
期
の
表
現
を
削
除
し
た
こ
と
は
、
日
本
銀
行
が
、
正
直
に
、
デ
フ
レ
脱
却
は
ほ
ど
遠

く
、
目
標
を
設
定
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
と
吐
露
し
た
結
果
で
は
な
い
の
か
。
政
府
の
見
解
如
何
。

六

安
倍
総
理
は
、
「
物
価
が
二
％
程
度
に
達
す
る
時
期
に
つ
い
て
」
「
二
〇
一
九
年
ご
ろ
に
な
る
可
能
性
が
高
い
と
さ
れ

て
」
い
る
と
い
う
認
識
に
変
わ
り
は
な
い
の
か
。
そ
れ
と
も
、
日
本
銀
行
が
「
経
済
・
物
価
情
勢
の
展
望
（
二
〇
一
八
年
四

月
）
」
で
示
し
た
よ
う
に
、
二
〇
一
九
年
頃
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
時
期
は
不
透
明
に
な
っ
た
と
い
う
認
識
で
あ
る
の
か
。
見

解
如
何
。

四



右
質
問
す
る
。

五


